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１．概要（Summary） 

本研究では、昨年度に引き続き、①高表面積を持つ粒

子状水分解触媒の開発、②有機分子を添加した薄膜状

水分解触媒の開発、③水分解触媒の in-situ 赤外分光

測定 を目的に実験を行った。これらの実験を進めるにあ

たり、山口大学・微細加工プラットフォームの装置を利用さ

せていただき、触媒調製やキャラクタリゼーション、in-situ

赤外分光測定を行うことができた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・触針式表面形状測定装置 Dektak3(アルバック) 

・UHV10元スパッタ装置 

・3元 RFマグネトロンスパッタ装置 

・スピンコーター  MS-B100・MS-A100（MIKASA） 

・小型プラズマ装置  PR200 

【実験方法】 

①小型プラズマ装置とスピンコートを利用して、触媒粉末

を基板上に塗布した。 

②触針式膜厚測定により、コバルト触媒やニッケル触媒

の膜厚を測定した。 

③薄膜形成装置により、Si上に薄膜をスパッタした。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

①スライドガラス基板上にポリスチレン粒子を均一に塗布

し、この基板を利用して新規水分解触媒を開発することが

できた。また、鉱物粒子触媒を基板上に塗布する方法の

一つとしてスピンコートを検討した(関連した論文発表

(1))。 

②様々な水分解触媒の表面観察を行い、触媒薄膜の厚

さを見積もることができた(論文発表(2))。 

③Si基板上に Pt, Au, Crを製膜し、COを吸着させて赤

外分光測定を行うことで、触媒反応メカニズムの解明を試

みた。 
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